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各 位 
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（コード番号：9327 東証スタンダード市場） 

問合せ先 執行役員CFO兼経営管理本部長 森 俊介 
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（訂正）「第三者割当による自己新株予約権の処分に関するお知らせ」の一部訂正 

及び付随する開示の訂正について 

 

2025年９月11日付にて公表いたしました「第三者割当による自己新株予約権の処分に関するお知らせ」に

つきまして、処分諸費用として控除すべきアドバイザリー費用等の記載が漏れており「調達する資金の額」、

「調達する資金の具体的な使途」に関する記載内容に誤りが生じていたため訂正いたします。 

また、本件に付随して、2026年１月16日付にて公表いたしました「第三者割当による新株式及び第８回新

株予約権（行使価額修正条項付）の発行並びに主要株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ」に

おける「最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況」につきましても併せて訂正いたします。 

なお訂正箇所は、下記に下線を付して表示しております。 

 

記 

 

 

2025年９月11日付公表「第三者割当による自己新株予約権の処分に関するお知らせ」 

（訂正前） 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額 

(1)  払込金額の総額 496,913,940 円 

（内訳）  

第７回新株予約権の処分 4,919,940 円 

第７回新株予約権の行使 491,994,000 円 

(2)  処分諸費用の概算額 3,504,000 円 

(3)  差引手取概算額 493,409,940 円 

（注）１．（省略）  

２．処分諸費用の概算の内訳は、登記関連費用1,739千円、本新株予約権の価値評価費用1,500千円、 

及びその他事務費用（反社会的勢力との関連性調査等）265千円の合計です。  

３～４．（省略）  

（２）調達する資金の具体的な使途  

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

(1) 新規事業開発、資本・業務提携に係る費用 493 2025 年９月～2027 年９月 

 

 

（訂正後） 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額 



 

 

(1)  払込金額の総額 496,913,940 円 

（内訳）  

第７回新株予約権の処分 4,919,940 円 

第７回新株予約権の行使 491,994,000 円 

(2)  処分諸費用の概算額 28,349,697 円 

(3)  差引手取概算額 468,564,243 円 

（注）１．（省略）  

２．処分諸費用の概算の内訳は、登記関連費用1,739千円、本新株予約権の価値評価費用1,500千円、 

及びその他事務費用（反社会的勢力との関連性調査等）265千円、アドバイザリー費用24,846千

円の合計です。  

３～４．（省略）  

（２）調達する資金の具体的な使途  

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

(1) 新規事業開発、資本・業務提携に係る費用 468 2025 年９月～2027 年９月 

 

 

2026年１月16日付公表「第三者割当による新株式及び第８回新株予約権（行使価額修正条項付）の発行並び

に主要株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ」 

（訂正前） 

10．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

   （中略） 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

 ・第三者割当による自己新株予約権の処分  

処分期日  2025 年９月 11 日 

（中略）  

現時点における調達した 

資金の額 

496,913,940 円  

（差引手取概算額：493,409,940 円） 

処分時における当初の資 

金使途 

新規事業開発、資本・業務提携等に係る費用：493百万円 

（後略） （後略） 

 

 

（訂正後） 

10．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

   （中略） 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

 ・第三者割当による自己新株予約権の処分  

処分期日  2025 年９月 11 日 

（中略）  

現時点における調達した 

資金の額 

496,913,940 円  

（差引手取概算額：468,564,243 円） 

処分時における当初の資 

金使途 

新規事業開発、資本・業務提携等に係る費用：468百万円 

（後略） （後略） 

 

以 上  


